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論文審査の結果の要旨 

認知症の危険因子のひとつに聴覚障害がある。軽度の聴覚障害であっても、

長期的には認知機能低下や認知症発症のリスクが高くなる。聴覚障害の対策と

して、補聴器の使用以外の認知機能を維持するための手段の検討が必要である。

これまで、聴覚障害者における認知症発症の関連因子は報告されていない。今

回、高齢者の追跡調査により認知症発症のリスク因子の検討を行った。本調査

は、日本福祉大学、国立長寿医療研究センター、千葉大学、浜松医科大学（18-018）

の倫理審査委員会の承認を得て行われた。 

日本老年学的評価研究プロジェクトの調査データを解析した。要介護認定を

受けていない高齢者（男性 24534 人、女性 29015 人、平均年齢 73.62 才）を対象

として郵送による自記式質問形式で行われている。聴覚障害ありは 4039 人、聴

覚障害なしは 49510 人、平均追跡期間 2063 日であった。結果は、聴覚障害あり

の認知症発症割合は 21.3％、聴覚障害なしの認知症発症割合は 10.4％であった。

調整変数を考慮した分析において、社会活動と認知症発症までの時間との関連

性を検証した生存分析の結果、社会活動頻度が高い群に比べて、活動頻度が低

い群で認知症発症に対するハザード比が有意に高かった。聴覚障害者では社会

的活動が少ない人で認知症の発症リスクが高いことが明らかとなった。社会的

活動の内容として、特にスポーツの会（ハザード比 2.17）と趣味の会（ハザー

ド比 1.70）に参加することで聴覚障害者の認知症を予防できる可能性が示唆さ

れた。 

審査委員会では、大規模コホート研究により、聴覚障害のある人の社会的活

動と認知症発症の関連を明らかにし、聴覚障害者の社会的活動への参加で認知

症の発症リスク軽減につながる可能性があることを示した点を高く評価した。 

以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員

一致で評価した。 
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